
、



☆求めたい図形量を求めるには、何が A X : X G = A P : F G
わかればよいかを考える！ =p：1 より、

一 ・ AX=B×PT=理，となる。
PFの交点 / ☆妥当性チェック
d （特徴的な値で！）

p → o , p → I
すぐにわかる

""：：：
露：：：：：
繫；！！
籞：：：：i

AXがわかる →sin<PAX
があと必要比はこれに注目wd

ればすぐに
AGVに _ わかる



② 求めやすい三角形の力を借りる ☆妥当性チェック
→ △AFPならすぐ求められる （特徴的な値で1） P→ O . P→ 1
→ PX :XFはすぐわかるので
それで求められる。

燧 鸍 △ AFP=EP「2 = EP 爽
年！△ AGDを考えると . であり、
r

s in<GAD= DGT=が PX : X に A P : F Gt.より. 。11）が使える △APX=△AFP x f ,
F

△ APX=t.AP.IE s in<PAX =...（以下同様）

=t.p.rs
Rp2

= エ ， となる。



イ - R h、 t た = 1 であるので、
→ どこを底面と / h = I × PT= が一嘆
き：：
贒囓、
雨

→ 求めやすい | | h i I Xp t= ' T と求められる。
ものを考える.

→ それぞれ
見るとわかりやすいa m

立方体を横か
ら！！、
國！！！！、底面とみると

大変！ よって、
→ O A B P . D E FGを底面と見る.

T = △ A B P x h，×f+△EFG xhsxjあとは高さ. → 相 似 を 見 抜 く ！
=が p.pt

!

でい、が
Xから平面ABPに下ろした垂線の長さん、
と、平面EFGに下ろした垂線の長さhe =趦、 と求められる。
の 比 は h i：た = P： 1 であり、

"

妥当性チェック！



14）

l.
. .


